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FPT コーポレーション（FPT）
―2013 年連結通期決算と 2014 年の事業計画―

会社概要

1988 年に設立された、FPT コーポレーション（FPT）は、ソフトウェア開発、システム・インテグレ

ーション、経営資源計画（ERP）などの IT 製品サービス、携帯電話販売、インターネット、E-メディア・

コンテンツの開発等を手掛けるベトナム最大手の IT 企業です。

FTP の主要な事業は、テクノロジー、通信、小売、教育トレーニングの 4 つの事業です。

2013 年通期の連結決算をみてみますと、連結売上に占める構成比が最も高いのは、小売事業であり、

税引前利益に占める構成比が高いのは、テクノロジー事業と通信事業です。小売事業の利益率が低く、

テクノロジーと通信事業の利益率が高いことがわかります。

2006 年、ホーチミン証券取引所に、ICT 企業として最初の上場を果たし、2008 年、売上高が 10 億ド

ルを超える規模まで急成長しました。FPT の 2002 年から 2008 年までの年平均売上成長率は 50％超を

記録しました。2008 年から 2010 年までの売上成長率は、同時期の他の上場企業と比較しても相対的に

高い約 14％の伸びを示していましたが、2009 年が 12.34％、2010 年が 8.77％と急速に鈍化しました。

このような成長率の鈍化を受けて、2011 年、FPT は「OneFPT」と名付けられた 15 年間にわたる新

しい成長戦略を発表しました。

この「OneFPT」戦略の最も重要な考えは、グループの相乗効果を創造するために全ての経営資源を

統合することと、ITC、通信事業などの中核事業に、ビジネス・リソースを集中することにありました。

この戦略の工程表は、3 つの段階に分けられており、ICT 業界での重要な地位の確立に始まり、ベト

ナム企業として一流企業となり、最終的には、米国のフォーブス誌が選ぶ世界のトップ企業 500 社への

仲間入りを果たすことを目指しています。

2011 年、FPT の売上成長率は 26.74％と高成長を謳歌しました。しかし、同年からベトナム政府が取
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り組み始めたハイパー・インフレを抑制するための厳しい金融引締政策の副作用の影響で、2011 年後半

から、2013 年にかけて、インフレはコントロールされましたが、国内経済は低迷し、国内の消費需要は

大きく減退しました。小売事業を持っている FPT もまた、国内消費の冷え込みから、2012 年の売上成

長率は、3.06％のマイナス成長を記録しました。ただ 2013 年には成長率は 9.89％のプラス成長に回復

しています。最近発表された FPT の 2014 年の事業計画では、2014 年の売上成長率目標を 11％に設定

しています。FPT の売上が、再び 2 桁成長に戻る可能性は高いと考えられます。

上記の表は、2013 年 12 月 31 日時点での FPT の子会社名、FPT の持株比率、各子会社の事業内容を

示しています。

2011 年以降、FPT は、中核事業ではない金融と不動産関連の投資子会社の売却を進め、持株比率を低

くしています。その結果、FPT 証券の持株比率は 20％、FPT ファンド・マネジメントの持株比率は 25％
となっています。傘下企業 10 社のうち 6 社が 100％子会社となっています。持株比率が 42.51％と最も

低い FPT テレコムの大株主は、国営の国家資本投資公社（SCIC）です。SCIC は FPT テレコムの 50.12％
の株式を保有しています。直近数年間、FPT は、SCIC の保有する FPT テレコム株式の取得交渉を行っ

てきましたが、未だ交渉がまとまっていません。FPT の持株比率が 51％のエフ・アグレックス・グロー

バル（F-Agrex Global Company Limited）は、日本の IT ホールディングのグループ企業、アグレック

スとの合弁企業です。業務処理の一部を、外部企業にアウトソーシングする BPO（ビジネス・プロセス・

アウトソーシング）事業を展開しています。

FPT はまた、海外にも積極的に進出しています。1999 年のラオスを皮切りに、欧米、日本、オースト

ラリアの先進国、アセアン加盟国やクウェートなどの新興国など、16 ヶ国で事業を展開しています。
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2013 年第 4 四半期および 2013 年通期連結決算の状況

2013 年第 4 四半期連結決算をみてみますと、売上は前年同期比 12.6％増の 11 兆 2834 億ドン、売上

原価は同 13.4％増の 9兆 6453億ドン、売上総利益は同 8.4％増の 1兆 6381億ドン、税引前利益は同 3.8％
増の 6764 億ドン、純利益は同 5.6％増の 4740 億ドンとなっています。

2013 年通期連結決算をみてみますと、売上は前年比 9.9％増の 27 兆 279 億ドン、売上原価は同 8.0％
増の 21 兆 4887 億ドン、売上総利益は同 18.1％増の 5 兆 5392 億ドン、税引前利益は同 4.5％増の 2 兆

5156 億ドン、純利益は同 4.4％増の 1 兆 6077 億ドンとなっています。EPS は同 3.4％増の 5,858 ドン、

ブルームバーグが集計したアナリストの市場予想 EPS 平均の 5,958 ドンを僅かに下回りました。

FPT が年次株主総会で設定した 2013 年の事業計画に対する達成率は、売上が 100.38％と目標を僅か

に上回りましたが、税引前利益は 95.07％と目標を少し下回っています。

国内の消費需要の回復が遅れているなかで、FPT の連結売上の 58.3％を占めている小売事業の売上が

前年比 14.0％増の 15 兆 7600 億ドンに上っています。また、連結売上の 23.8％を占めているテクノロジ

ー事業の売上が同 12.2％増の 6 兆 4350 億ドンとなっています。両事業の売上の伸びが、2013 年通期の

事業計画の達成に寄与しています。
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主要な事業の状況

小売事業（テクノロジー製品の流通および小売）

2013 年の連結売上の 58.3％を占める小売事業の売上は前年同期比 14.0％増の 15 兆 7600 億ドン、税

引前利益は同 1.7％増の 4040 億ドンとなっています。

IBM、レノボ、マイクロソフト、東芝などの IT 製品の販売と、ノキア、アップルなどの携帯電話の販

売が小売事業の柱です。特に、携帯電話の売上は同事業の売上の 54％、税引前利益の 70％を占めていま

す。2013 年 4 月、FPT は、ベトナム国内において、アイフォンを始めとして全てのアップル製品を販売

する最初の代理店となりました。

国内の販売チャンネルも積極的に拡大しました。2013 年、50 店舗の FPT ショップを新規開店しまし

た。現在、国内の販売店舗網は、50 の市と省に、100 店舗の FPT ショップを展開しています。2013 年

の国内市場シェアは 7％です。

通信事業（通信サービス、デジタル・コンテンツ）

2013 年の連結売上の 15.8％を占める通信サービス、デジタル・コンテンツ事業の売上は前年比 5.9％
減の 4 兆 2750 億ドン、税引前利益は同 8.5％増の 9700 億ドンとなっています。

FPT は、インターネット・サービス・プロバーダーとして、ベトナムでトップ 3 の事業者のひとつで

あり、xDSL や FTTH などのブロードバンド・サービス、ケーブルテレビ、リースライン・サービス、

オンライン広告、オンライン・ゲームなどの事業を手掛けています。同事業は、FPT の各事業のなかで

も、成長力が高く、利益率の高い戦略的な事業部門です。

2013 年、FPT は、国内を南北に縦断する 2 本目の高速通信回線（南北バックボーン・システム）を完

成させました。2012 年に完成させた 1 本目の高速通信回線と併せた、回線の長さは 4,000 キロメートル

に達します。これにより、高速通信回線とつながった省は、2012 年と比べて 8 省増加して、全 63 省中

54 省となっています。また、ケーブル TV 市場に参入することを表明し、政府から免許を得ています。

通信サービス分野の売上は前年比 18％増の 3 兆 2540 億ドン、税引前利益は同 20％増の 8300 億ドン

と好業績を記録しています。
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一方、デジタル・コンテンツ分野の収益は、10％減収 31％減益となっています。国内の景気低迷を受

けて、企業からのデジタル広告の出稿が減少したことと、オンライン・ゲーム・サービスが、政府から

規制強化政策が打ち出されたことが、デジタル・コンテンツ事業の業績に響いています。

テクノロジー事業（ソフトウェア開発、システム・インテグレーション、IT サービス）

2013 年の連結売上の 23.8％を占めるテクノロジー事業の売上は前年比 12％増の 6 兆 4350 億ドン、

税引前利益は同 0.1％増の 9170 億ドンとなっています。

同事業は、ソフトウェア開発、システム・インテグレーション、IT サービスの 3 つの事業部門で構成

されています。

ソフトウェア開発部門を担っている FPT ソフトウェアは、ベトナム最大のアウトソーシング・サービ

ス提供業者です。FPT ソフトウェアは、FPT の連結利益に対する寄与度が最も大きく、2013 年の売上

は前年比 23％増の 2 兆 8000 億ドン、税引前利益は同 11％増の 5480 億ドンとなっています。

FPT ソフトウェアは、海外売上比率が高く、2013 年の地域・国別の売上比率は、高い順に、日本が

52％、米国が 27％、アジア太平洋地域が 12％、欧州が 9％となっています。特に日本からの売上は前年

比 32％増と大幅に伸びています。「チャイナ・プラスワン」の動きも少なからず影響していると考えら

れます。FPT ソフトウェアは、日本語を理解できるベトナム人エンジニアを、2017 年までに、5,000 人

までに倍増させる計画を持っています。インド、中国、韓国などの同業他社と比較しても労働コストが

低く、中長期的に強い競争力と、高い成長率を維持していくと考えています。

国内シェアが第 1 位の経営資源計画（ERP）サービス、業務処理の一部を、外部にアウトソーシング

する業務プロセス外部委託（BPO）サービスも、高い成長が期待されている分野です。

システム・インテグレーション分野でも、FPT は、No1 企業です。2013 年は、国内の景気鈍化の影

響を受けて、主要顧客である、政府、公的機関の IT 予算が、引き続き低水準に留まり、銀行業界の業績

が伸び悩むなかで、銀行業界の IT 投資額は削減が続きました。このような環境にありながら、同分野の

売上は 2 兆 9970 億ドンとなり、2013 年の事業計画を 2％上回る好結果を残しています。

IT サービスの売上は前年比 5.8％増の 7196 億ドン、税引前利益は同 6.2％増の 1042 億ドンとなって

います。同サービスの主力事業は、国内トップシェアを誇るハードウェアのメインテナンスサービスで、

国内 4 大銀行の ATM の維持管理契約を更新しています。加えて、FPT は、昨年 4 月に電子認証、オン

ライン税申告、オンライン税関申告を束ねたフルパッケージの E ソリューションを公式に発表しました。

このサービスは、政府機関とユーザーの両方を効率よく結びつけるブリッジ型サービスです。
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ニュース証券株式会社 【関東財務局長（金商）第138号】

加入協会  日本証券業協会

主な事業  金融商品取引業                                                                                                                              

外国株式は、価格変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク、会計基準変更リスク、流動性リスク、取引相手先リスク（カウンターパーティーリス

ク）、機会損失、その他リスクがあります。ご投資をする際には、上記価格変動及び為替変動により投資元本を下回るおそれがありますので、約款・

投資ガイド及び契約締結前交付書面をよくお読みいただき、商品特性やリスク及びお取引ルール等を十分ご理解の上、投資家ご本人様の判断に

て行ってください。ベトナム株式へのご投資には、取扱手数料（【対面取引の場合】約定代金×2.10%（最低手数料800,000ドン）、が必要です 。外

国株式の売買にあたり、円貨と外貨を交換する場合には、外国為替市場の動向をふまえて当社が決定した為替レートによるものとします。

VX        D 作成：ニュース証券株式会社140421

教育事業（教育、トレーニング）

2013 年の連結売上の 2.1％を占める教育事業の売上は前年比 14.6％増の 5563 億ドン、税引前利益は

同 9.1%減の 1330 億ドンとなっています。

教育事業には、FPT 大学、FPT 工芸学校、IT 専門のトレーニングコースを提供する FPT 訓練学校、

マルチメディア専門コースを提供する FPT アリーナがあります。

2013 年 3 月、ハノイ市近郊のホアラック・ハイテク工業団地内に FPT 高校を新しく設立しました。

また、2014 年、ホーチミン市に、FPT 大学の新キャンパスを開設する予定となっています。

2013 年の全学校の学生数は 16,000 人、FPT 大学の卒業生の就職率は 97％、卒業生の 45％が、FPT
に就職し、卒業生の 11％が海外で働いています。

2014 年の事業計画

FPT は、2013 年の年次株主総会で、2013 年決算および利益処分案、2014 年の事業計画案などを議決

しました。

年次株主総会で 2014 年の事業計画について、2014 年の連結売上は前年比 11％増の 31 兆 8920 億ド

ン、税引前利益は同 6％増の 2 兆 6720 億ドンに目標が設定されています。

事業別の収益目標をみてみますと、小売セクターの売上は前年比 10％増の 19 兆 910 億ドン、税引前

利益は同 25％増の 5070 億ドンとなっています。2014 年、FPT ショップ 50 店舗の新規出店を計画して

おり、2014 年末までに、国内の販売店舗数 150 店舗を達成することを目指しています。

テクノロジー・セクターの売上は前年比 16％増の 7 兆 5610 億ドン、税引前利益は同 15％増の 1 兆

570億ドンとなっています。なかでも、ソフトウェア開発の収益目標を26％増収21％増益にしています。

日本、米国、欧州などの既存市場に対するソフトウェア輸出の強化に加えて、ミャンマー、カンボジア、
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ラオスなどの新興国市場に、情報技術（IT）ソリューションを販売することにも注力していく方針です。

特に、日本市場の強化に関しては、日本語が理解できるエンジニアの倍増を図っていく予定です。

通信セクターの売上は同 13％増の 4 兆 6850 億ドン、税引前利益は変わらずの 9660 億ドン、その内

訳は、通信サービスが 18％増収 1％減益、デジタル・コンテンツが 3％減収 4％増益となっています。

通信サービスが減益見通しとなっている理由は、2014 年と 2015 年の 2 年間で既存の銅線ケーブルを

光ファイバーケーブルに置き換える投資を計画しているためです。投資額は、1 兆 4000 億ドンから 1 兆

6000 億ドンを予定しています。この投資により、ITTV やケーブル TV など高付加価値サービスの提供

が可能になり、今後の通信セクターの中長期的な成長を支援していくと考えています。

2014 年の配当計画では、額面比 20％（1 株当たり 2,000 ドン）の現金配当を目標としています。

直近 1 年間の株価の動き

直近 1 年間の FPT コーポレーション（FPT）の株価と、VN 指数の上昇率を比較してみますと、VN
指数の 19.0％に対して、FPT の株価は 88.1％上昇しています。

FPT の株価が VN 指数を、大きくアウトパフォームしている理由のひとつは、FPT の高い収益成長力

に回復の兆しが見え始めていることです。そして、好業績を背景に実施される 2013 年の利益処分案が、

投資家に好感されています。2013 年の年次株主総会で、現金配当を 3,000 ドン、株式配当を額面比 25％
実施することが承認されました。昨年 8 月、中間現金配当として 1,500 ドン支払われているので、残り
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の現金配当は 1,500 ドンです。株式配当および残りの現金配当は、2014 年第 2 四半期に実行される予定

となっています。

先週木曜日、FPT のチュオン・ザー・ビン会長は、ブルームバーグのインタビューに対し、海外事業

を強化していくことを明らかにしています。そのグローバル化戦略に沿って、2014 年、シンガポールと

欧州の 2 ヶ所で、2 つの企業買収を行う計画を持っていると答えています。

2013 年末時点で、FPT は、約 4 兆ドンの剰余金を保有しています。海外での M&A 活動を押し上げる

ために、1 年間に約 5000 万ドルずつ、今後 3 年間で合計 1 億 5000 万ドルを海外事業の拡大に投資する

計画です。そして、2016 年までに、海外からの売上を、2013 年と比較して、3 倍以上の 4 億ドルまで

増やすことを目標としています。

ビン会長はまた、詳細については語りませんでしたが、今週発表予定の FPT の 2014 年第 1 四半期の

決算が、予想を上回る内容になるだろうとも答えています。

FPT 株式の外国人保有率は、2012 年初めから上限の 49％に達しています。ベトナム株式市場の規則

では、20,000 株以上であれば、市場外で取引することが可能です。買い引き合いと売り引き合いを現地

の証券会社が仲介して、マッチングさせます。そして、現地の証券会社が、銘柄、株数、単価を、証券

取引所に報告する仕組みとなっています。

非居住者口座を持つ外国人投資家が、外国人保有率が上限に達した銘柄を、20,000 株以上、購入する

場合には、この市場外取引を通じて、同じ非居住者口座を持つ売り手を探して、売買を行っています。

現地の証券会社関係者の話によると、直近 6 ヶ月間で、FPT は、外国人投資家からの買い引き合いに

対して、外国人投資家の売り引き合いが最も少ない銘柄のひとつとされています。市場外取引の価格交

渉の主導権を、売り手側が持っている外国人投資家に人気のある銘柄のひとつが、FPT です。

海外株調査室 小畑 直樹


